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用語解説
◎一般会計

　町が行う基本的施策をまかなう予算

◎特別会計

　一般会計と区別し、特定の事業を行う

　ための予算

◎自主財源

　町税や使用料、手数料など町が独自に

　確保できる財源

◎依存財源

　地方交付税や国や県からの支出金など

　自主財源以外の財源

◎地方交付税

　町の財政規模に応じて、一定の基準に

　より交付される収入金

◎国庫 ( 県 ) 支出金

　特定の事業に対して国 ( 県 ) から交付

　される支出金

◎繰入金

　各種基金などから一般会計へ繰り入れ

　た財源

１
・
３
％
減
の
予
算

　

平
成
20
年
度
予
算
が
、
３
月
定
例
議

会
に
お
い
て
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
予
算

は
95
億
８
０
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
よ
り

１
億
３
０
０
０
万
円
、
１
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
中
山
小
学
校
耐
震
補
強

及
び
大
規
模
改
修
工
事
約
２
億
９
千
万

円
、
大
山
中
学
校
技
術
棟
改
築
工
事
約

１
億
６
千
万
円
な
ど
の
大
型
事
業
が
昨

年
度
終
了
し
た
こ
と
や
、
行
財
政
改
革

に
よ
る
人
件
費
、
補
助
金
の
見
直
し
な

ど
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

平
成
20
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
22
の
特

大
山
の
恵
み
を
受
け
継
ぎ

　

元
気
な
未
来
を
拓ひ
ら

く

　
　

ま
ち
づ
く
り

一般会計予算　　95 億 8千万円

別
会
計
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
の
総

予
算
額
は
70
億
４
３
３
９
万
円
、
昨
年

度
よ
り
12
億
８
２
７
４
万
円
、
15
・
４
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
特
別
会
計

お
よ
び
２
つ
の
企
業
会
計
の
予
算
額
の

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り
で
す
）

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
源
状
況

  

行
財
政
改
革
な
ど
に
よ
り
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、人
件
費
、

物
件
費
等
が
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

依
存
財
源
の
割
合
が
75
・
５
％
と
非
常
に

高
く
、
交
付
税
等
の
制
度
改
正
に
大
き
く

影
響
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
18
年
度

に
行
っ
た
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の
元

金
償
還
の
発
生
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

平成20年度予算

その他は、分担金及び負担金 1億 1,095 万円、使用料及び手数料

1億 621 万円、財産収入 1,402 万円、諸収入 2億 1,772 万円など

14億3,516万円(10.9％)

15 億 5,840 万円

47 億 4,100 万円
49.5％

地方交付税

町税

町債
10 億 1,420 万円
10.6％

4 億 3,551 万円
4.6％

国庫支出金

繰入金

2 億 2,619 万円
2.4％

その他
5 億 6,498 万円
5.8％

県支出金

6 億 2,538 万円
　　　6.5％

譲与税・交付金
4 億 1,434 万円
　4.3％

自主財源

依存財源
75.5％

24.5％

16.3%

歳入
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特別会計名 平成20年度
前年との比較

（H20 － H19）
土地取得 1 億 7,804 万円 1億 7,777 万円

住宅新築資金等貸付事業 3,077 万円 △ 597 万円

開拓専用水道事業 1,327 万円 △ 65 万円

地域休養施設 1,060 万円 △ 375 万円

老人居室整備資金及び障害

者在宅整備資金貸付事業
7 万円 増減なし

簡易水道事業 751 万円 47 万円

国民健康保険事業 25 億 797 万円 1億 2,402 万円

国民健康保険診療所 5 億 9,729 万円 1億 602 万円

後期高齢者医療 2 億 66 万円 新設

老人保健 1 億 8,389 万円 △ 21 億 46 万円

介護保険 17 億 3,540 万円 2,622 万円

介護保険事業 3,064 万円 △ 400 万円

農業集落排水事業 5 億 6,844 万円 4,852 万円

公共下水道事業 5 億 1,246 万円 △ 3,511 万円

風力発電事業 3,433 万円 △ 692 万円

温泉事業 461 万円 △ 70 万円

宅地造成事業 6,992 万円 △ 1,348 万円

情報通信事業 3億 5,129 万円 2 億 549 万円

中山財産区 182 万円 △ 40 万円

上中山財産区 235 万円 △ 41 万円

下中山財産区 127 万円 14 万円

逢坂財産区 81 万円 △ 20 万円

　　　　　計 70億4,339万円 △12億8,274万円

前年との比較

（H20 － H19）

水道会計

収益的収入 2 億 4,084 万円 △ 883 万円

収益的支出 2 億 4,839 万円 △ 1,134 万円

資本的収入 9,120 万円 4,128 万円

資本的支出 1 億 7,193 万円 5,019 万円

索道会計

収益的収入 2 億 2,210 万円 増減なし
収益的支出 2 億 1,127 万円 483 万円

資本的収入 0 0

資本的支出 0 0

企業会計名 平成 20年度

一般会計予算　　95 億 8千万円

昨年度より増額している会計

14億3,516万円(10.9％)

16 億 1,862 万円
16.9％

総務費

公債費

21 億 5,188 万円
22.4％

民生費

12 億 4,716 万円
13.0％

農林水産業費

15 億 9,429 万円
16.6％

9 億 2,060 万円
9.6％

教育費

7 億 746 万円
7.4%

土木費

6 億 7,489 万円

      7.0％

衛生費

3 億 2,309 万円
3.4％

消防費

1 億 3,490 万円
1.5％

その他

2 億 711 万円
2.2％

商工費

その他は、議会費１億 1,293 万円、

災害復旧費 620 万円、予備費 1,578 万円

歳出

平成20年度主な事業

●観光交流拠点整備事業
１億５，０００万円  

観光、物産、情報の総合的な拠点施設を建設する。 

 
●御来屋漁港整備事業　
１億９００万円   

御来屋漁港の離岸堤移設 L=25 ｍ、港内防波堤新設 

L=20m、護岸改良 L=15m。 

●名和中学校耐震補強及び大規模改修事業
９，３７２万円 

名和中学校校舎、体育館の耐震補強及び校舎の

大規模改修工事を行う。 

●地方道路臨時交付金事業（上坪名和神社線）　
７，７００万円  

道路新設改良事業

全体延長 L=650 ｍ H20 は、L=300 ｍ。

●御崎漁港整備事業 
７，１５７万円  

御崎漁港の港内防波堤の延長 L=25 ｍ。

●大山中学校耐震補強工事 
５，０５０万円 

大山中学校校舎の耐震補強工事。  

●地方道路臨時交付金事業（町道種原大野線）
４，９８４万円  

道路新設改良事業。全体延長 L=1,600 ｍ 

H20 は、L=400 ｍ。

●地方道路臨時交付金事業（町道所子中高線）
３，２１８万円  

道路新設改良事業。全体延長 L=740 ｍ 

H20 は、L=200 ｍ。 

●大山総合体育館改修工事
２，６００万円

大山総合体育館の屋根取替工事など

●新農業水利システム保全対策
１，７４３万円  

農業用施設の維持管理体制の省力化に向けた施設

整備で、水路、樋門等の改修事業。

●地方道路臨時交付金事業（山村文珠領線）　
１，５１０万円  
道路新設改良事業。全体延長 L=1,013 ｍ 
H20 は、L=200 ｍ。
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きょういく
 通 信
社会教育課
☎0859-54-5212

各公民館に募集要

項を置いています

大
人
の
た
め
の
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

    

が
は
じ
ま
り
ま
す

「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」

　

中
山
公
民
館
で
は
、
平
成
20
年
6

月
か
ら
、
中
山
小
学
校
と
中
山
中
学

校
で
「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
校
し

ま
す
。

　

「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
」
と
は
、
学
校

を
卒
業
し
、
家
庭
や
社
会
で
経
験
を

積
み
上
げ
た
皆
さ
ん
が
、
再
び
学
校

に
通
い
、
多
様
な
学
習
を
す
る
場
所

で
す
。

　

仲
間
と
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
分
自
身
を
再
発
見
し
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
い
っ
そ
う
楽
し
い
も
の
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

中
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
３
４

●
学
習
会
場

   

①
大
山
カ
レ
ッ
ジ
初
等
科

　
　

校
舎･･･

中
山
小
学
校

   

②
大
山
カ
レ
ッ
ジ
中
等
科

　

   

校
舎･･･

中
山
中
学
校

●
対
象
者

   
大
山
町
に
在
住
の
、
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
方

●
定
員

　

①
初
等
科･･･
10
人
程
度

　

②
中
等
科･･･
20
人
程
度

●
費
用

　

1
カ
月
あ
た
り
千
円
（
教
材
費
と

し
て
）

●
入
学
式

　

①
初
等
科･･･

６
月
18
日
（
水
）

　

②
中
等
科･･･

６
月
19
日
（
木
）

●
入
学
申
し
込
み

　

「
大
山
カ
レ
ッ
ジ
入
学
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
平
成

20
年
5
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
中
山

公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
ま
す
。

●学習日時と学習内容（活動は学校の学習時間と学期に合わせます）

【学習内容】　「郷土学」…郷土の歴史、文化、産業、自然、教育について学ぶ、「音楽」

…童謡唱歌をはじめいろいろな歌を歌い、豊かな感性を身につける、「長寿学」…豊か

な人生をおくるための食事、読書、趣味について学ぶ、「保健体育」…病気や介護予防、

体力づくりの学習と実践をする、「自由学習」…自分の趣味、興味、関心のある学習に

取り組む、「子育て論」…子どもの成長する現状や課題を学び子育てにつなぐ

　①初等科（毎週水曜日）

【学習内容】　「国語」…漢字検定や日本語検定をめざしながら美しい日本語を学ぶ、「数

学」…中学校レベルの数学の教科書をもう一度学び頭を鍛える、「英語」…実際に使う

英会話を学び、外国人と話してみる、「芸術」…美術や書道などを専門家に学び、芸術

の醍醐味を味わう、「保健体育」…病気や介護予防、体力づくりの学習と実践をする、「音

楽」…歌を歌ったり、楽器演奏にチャレンジする、「時事放談」…刻々と変わる国内外

の出来事をとりあげ、意見交換をする

　②中等科（毎週木曜日）

学校教育課
☎0859-54-5211

時間 第１ 第２ 第３ 第４ 第５
 8:20 ～ ８:45 登校・朝読書・朝礼

１時間目  8:50 ～ ９:35 郷土学 音楽 長寿学 保健体育 子育て論
２時間目  9:40 ～ 10:25 郷土学 音楽 長寿学 保健体育 子育て論
３時間目 10:50 ～ 11:35 自由学習

11:40 ～ 12:00 掃除・終礼

時間 第１ 第２ 第３ 第４ 第５
 8:20 ～ ８:45 登校・朝読書・朝礼

１時間目  8:50 ～ ９:40 国語 数学 英語
芸術 時事放談２時間目  9:50 ～ 10:40 国語 数学 英語

３時間目 10:50 ～ 11:40 体育 保健体育 音楽
11:40 ～ 12:00 掃除・終礼

６月開校
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大山中・名和中・中山中の

３校を１校に統合しては！
ー「中学校のあり方を考える会」を開きます。ー
　町内の大山中・名和中・中山中の３つの中学校のあり方を審議していた大山町教育審議会は、

今年の１月に「しかるべき時期に１校に統合するのが望ましい」と教育委員会に答申しました。

　大山町教育委員会では、この答申を受けて３中学校のあり方について協議を重ねていますが、

町民のみなさんの声を直接お聞きすることにしました。

　下記の日程で「中学校のあり方を考える会」を３会場で開きますのでお出掛けください。

当日は多くのみなさんと意見交換をしたいと考えています。

「中学校のあり方を考える会」

中山地区　５月１４日（水）１９時～　生活想像館

名和地区　５月１５日（木）１９時～　保健福祉センターなわ

大山地区　５月１６日（金）１９時～　大山公民館

◎考えられる主な意見

意見１ 将来は１つの中学校に統合しては

①現在のどの中学校を統合校舎とするのか。

②新天地ならどこに、そして財政的に可能なのか。

意見２ まず２つの中学校に統合しては

① 最初にどの中学校がどこに行くのか。

② 二段階で１校に統合する方法は合理的なのか。

意見３ 現在の３つの中学校のままでよい

①老朽化する校舎をどんな順番で改修するのか。

②減少する中学生の集団活動をどう展開するか。

大山地区 名和地区 中山地区 合計

中学３年生（15歳） ５５ ４４ ３９  １３８

中学２年生（14歳） ５３ ７１ ５８  １８２
中学１年生（13歳） ６０ ６３ ３３ １５６
小学６年生（12歳） ５８ ６１ ４４ １６３
小学５年生（11歳） ４７ ３９ ３９ １２５
小学４年生（10歳） ４１ ６５ ４３ １４９
小学３年生（ 9 歳） ５０ ６６ ３８ １５４
小学２年生（ 8 歳） ５２ ４９ ４８ １４９
小学１年生（ 7 歳） ７０ ４１ ３３ １４４

（ 6 歳） ５８ ５０ ４２ １５０
（ 5 歳） ６５ ３６ ３２ １３３
（ 4 歳） ４８ ５９ ２８ １３５
（ 3 歳） ３９ ３８ ３７ １１４
（ 2 歳） ６５ ３８ ２８ １３１
（ 1 歳） ４０ ３８ ２６ １０４

学年別の児童・生徒数（平成２０年４月１日現在）

〈考えられるメリット・デメリット〉

メリット デメリット

３つの中学校のままなら

（生徒数が減少すると・・・・）

①落ち着いた雰囲気になる

②個に応じた学習指導が行いやすい

③学校施設にゆとりができる

①学校行事が低調となる

②人間関係が固定化する

③部活動の運営が困難となる

④教職員数が減少する

⑤生徒同士の意見討議が単調になる

統合して１つの中学校にすると
（複数学級になり、教職員定数が増
え・・・）

①生徒同士の磨きあいが可能となる

②クラス替え等で人間関係が広がる

③集団活動の経験が豊富になる

①遠距離通学の負担が生じる

②個に応じた学習指導に工夫が必要となる
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〈生涯学習講座〉

大山学講座
「大山町の魅力」を見つめなおしてみませんか？

　　今年も「大山学」講座を開設します

～「大山学」とは？～

　自分の住む地域の歴史や文化、産業、自然を見つ

め直し、地域の魅力や可能性を発掘する講座です。

　平成２０年度は、全９回実施予定です。

第１回

「大山の自然」～自然観察会～

第２回

講演「大山町の歴史～古代文化と

大山寺周辺の史跡について～」  昨年おこなった自然観察会の第２弾です。今回は昨年と

は違うコースを歩き、自然に恵まれた大山の珍しい植物な

どを観察します。

解 説 者  　

日　  時　  ５月３１日（土）９：３０～１２：００

集合場所    大山豪円山キャンプ場駐車場

                （９時３０分までに受付を済ませてください）

申込締切    ５月２３日（金）

その他      ①少雨決行（中止の場合は連絡します）

               ②当日は山歩きができる服装でお越しください

               ③名和公民館（役場本庁となり）から集合場所

               まで送迎します。希望される方は申込みの際に

               お申し出ください。

◆申込・問い合わせ先

　　大山公民館  ☎０８５９－５３－３００３

  小・中学校のふるさと学習用に作成した冊子「私

たちの大山町」の中学校編を活用して、大山町内の

遺跡と大山寺周辺の史跡について学習します。

講師     

    　    

日時　６月１９日（木）１９：３０～２１：００

会場　保健福祉センターなわ　多目的ホール

申込締切　６月５日（木）

◆申込・問い合わせ先

　　中山公民館  ☎０８５８－５８－２３３４　

 大山自然観察会指導員 鷲見寛幸 さん

 大山町誌編集委員・元山陰歴史館館長
 杉本良巳さん

豪円山地図

※第３回目以降の期日・内容は、決定し

だい広報だいせんでお知らせします。
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平
成
19
年
６
月
か
ら
改
築
工

事
に
か
か
っ
て
い
た
大
山
中
学

校
技
術
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

旧
技
術
棟
は
昭
和
46
年
に
建
築

さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が
著

し
く
建
替
え
の
検
討
を
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
旧
大
山
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
新
し

く
建
替
え
、３
月
28
日
に
竣
工
・

落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

建
物
は
旧
大
山
町
で
の
検
討

委
員
会
で
出
さ
れ
た
「
あ
た
た

か
み
の
あ
る
校
舎
を
」
と
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
木
造
平
屋
建

て
（
床
面
積
は
４
６
８
㎡
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
冷
暖
房
付
き

で
、
技
術
室
・
調
理
室
の
ほ
か
、

職
員
休
憩
室
及
び
多
目
的
ト
イ

レ
な
ど
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
行
っ
た
大
山
中

学
校
寄
宿
舎
の
解
体
と
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
と
合
わ

せ
て
、
一
連
の
学
校
施
設
の
老

朽
化
問
題
が
解
消
さ
れ
快
適
な

学
校
生
活
が
実
現
し
ま
し
た
。

大山中学校技術棟が完成しました

快
適
な
学
習
が

可
能
に
！

完成

▲家庭科室 ▲技術室

▲新技術棟（西側）

 

大
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
定
数
が

1
人
増
え
6
人
に
な
り
、
4
月
1
日
付

で
新
た
に
朝
倉
幸
子
さ
ん（
下
市
駅
前
）

が
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
委
員

定
数
の
弾
力
的
な
取
り
扱
い
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
と
、
委
員
の
う
ち
に
保
護

者
を
含
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
任
期
は
4
年

で
、
朝
倉
さ
ん
に
は
保
護
者
の
視
点
で

教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
朝
倉
さ
ん
は
、「
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

新
し
い

教
育
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た朝倉幸子 教育委員
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新シリーズ 　愛育委員会です　その①

   皆さんお元気ですか？

　春の卒業式、入園・入学式、新社会人と移動の多かった４月も終わり、いよいよ本格的

な仕事や田植え、畑仕事など忙しくなっておられることと思います。

　４月末から５月中旬にかけて、順次、町の健康診断の用紙が配られています。大山地区

は愛育委員、名和地区は健康づくり推進員、中山地区は保健委員がそれぞれお届けしてい

ます。健診を積極的に受け病気の予防につとめましょう。

愛育委員会
   桑原可菜子 会長

ちょっと紹介

愛育委員会って？

　昭和３４年に旧大山町で母と子

の健康と幸せを願って発足した女

性の団体です。発足以来、町と連

携しながら結核予防、生活習慣病

対策、食生活改善、健康に関する

講演会や研修会などをとおしてた

くさんの課題に取り組んできまし

た。平成１９年度は特に乳がんに

ついて研修し、乳がん検診の受診

率が上がる成果もありました。

先進地視察研修会を実施
兵庫県篠

ささやま

山市の愛育班を訪ねて（２００８年３月９日、１０日）

篠山市丹南健康福祉センターで交流会

篠山市障害者総合支援センターを見学

　篠山市の愛育班

員の皆さんと交流

会。「グループワー

ク」でお互いの問

題点や今後の活動

方針や予定など熱

心に話し合いまし

た。

▲

　障害のある方と

市民が一緒に楽し

く働くことがで

きる福祉施設を見

学。ともに生きる

意味を学んだよい

機会でした。

▲

5/11（日）10：00 ～ 16：00

　米子コンベンションセンター　

☆講演「宮崎ますみ　乳がんを語る」

ゲスト（女優）宮崎ますみさん

☆展示　ウィッグ、メイク、

ブレストケア下着、ブレストケア

装具など

こんにちは !

愛育委員会です

福祉保健課から

　町では大山地区で活動している愛育委員会のような健康

づくりに関する自主的な活動を支援し、全町に広げていき

たいと思っています。そこで愛育委員会の活動をシリーズ

で紹介していきます。

問い合わせ先：福祉保健課　☎0859-54-5207

YONAGO ピンクリボンフェスタ 2008
～知ろう乳がん　守ろういのち～

心のハート
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大山恵みの
里だより
   vol. ５

計
画
２
年
目
の
年

※問い合わせ先

　（財）大山恵みの里公社　　　　役場大山振興課

　TEL　0859‐39‐5016　　　　TEL　0859‐53‐3313

　FAX　0859‐53‐3163　　　　FAX　0859‐53‐3163

大
山
の
恵
み
を
生
か
す

　

今
年
は
3
年
計
画
の
「
大
山
恵
み
の
里
づ
く
り
計
画
」
の

2
年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
回
は
今
年
度
取
り

組
む
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

大山町ブランド策定事業

　昨年度と同様に大山町ブランド協議会で、ブラン

ドコンセプト（概念）、ブランド認証基準の策定を

行います。コンセプトが決まった段階で「ブランド

憲章」として発表し、基準を定め運用を開始します。

観光交流拠点運営事業

　山陰道名和ＩＣ降り口横に観光情報の発信、交流

休憩コーナー、町内産品の即売所、喫茶コーナーを

兼ね備えた観光交流拠点を整備します。平成 21 年

春の開業に向けて準備を進めます。

生産者支援業務

　今年度も住民参加、人づくりを主体とした「まち

づくり」「ものづくり」「ブランドづくり」「商売（ビ

ジネス）」などをテーマにした勉強会、研修会を開

きます。

①勉強会、研修会

4 月に実施した商談会の様子

　販売促進の取り組みとしてスーパー、デパート

などへの商品の売り込みに合わせ「大山町産品コー

ナー」の常設化を図ります。さらに町内の飲食店、

旅館などと生産者を結びつける地産地消の仕組み

を構築します。また町内の「食」にテーマを絞った

テレビ番組のロケ地誘致をマスコミに対して行った

②販売促進、町内流通

　町内産品を広く情報発信するインターネット通販

サイトを立ち上げます。県外の方に町内産品を買っ

ていただき、大山町ファンになってもらうことによ

り大山町への誘客を図ります。

③インターネット通販サイト

　大山の恵みからす天狗市実行委員会を中心に、町

内イベント県外の大きなイベントでの物産販売およ

び大山町のＰＲを行います。

④出店販売、大山町ＰＲ

　既存商品のパッケージや、ラベルの改善を実施し、

より消費者に使いやすく買い求めやすい商品に磨き

上げます。

⑤既存商品の改善

り、町内産食材を使

用した料理コンテス

ト、レシピ公募など

に取り組みます。

大山恵みの里づくり計画は、町や公社並びに町民

の皆さんとの協力関係により初めて実現します。

2年目の取り組みにご期待ください。

平成 20 年度に取り組む

主な事業



平成 20年 5月号11

まちの話題

大山ＩＣ－名和ＩＣ
（４．７㌔）が開通

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め
て
い

た
山
陰
道
「
名
和
・
淀
江
道
路
」（
約

12
・
１
キ
ロ
）
の
一
部
（
大
山
Ｉ
Ｃ

‐
名
和
Ｉ
Ｃ
、
４
・
７
キ
ロ
）
が
3

月
29
日
午
後
3
時
に
全
面
開
通
し
ま

し
た
。

　

名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
通
式
で
は
国
や

県
、
町
の
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
し
て
開
通
を
祝
い
、
車
で
名
和

Ｉ
Ｃ
を
出
発
。
大
山
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
新

区
間
を
自
動
車
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。

テープカットで道路開通を祝う関係者

（名和農業者トレーニングセンター）

名和中学校吹奏楽部（部員 19 人）が生演奏し

式典を盛り上げました

式典会場には 3月 22 日に

行われた開通記念ウォーキ

ングに使われた舟も展示さ

れました

60年の歴史に幕
  香取分校閉校記念式典

　

大
山
小
学
校
香
取
分
校
（
豊
房
）

の
閉
校
記
念
式
典
が
3
月
29
日
、
香

取
分
校
で
あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
を

は
じ
め
歴
代
の
先
生
、
地
元
の
方
々

な
ど
が
集
ま
り
、
懐
か
し
い
思
い
出

を
語
り
な
が
ら
分
校
と
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

　

香
取
分
校
は
、
１
９
４
７
（
昭
和

22
）
年
に
開
校
。
前
年
に
香
取
地
区

に
入
植
し
た
香
川
県
出
身
の
旧
満
州

開
拓
団
が
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
生
活

環
境
の
中
で
設
立
し
た
歴
史
を
持
ち

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
１
８
６
人
の
卒

業
生
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
香
取
開
拓
農
協
の
田

尾
昭
典
組
合
長
が
「
１
つ
の
区
切
り

閉校にあたり声を詰まらせながらあいさつをする

香取開拓農協組合長の田尾昭典さん

と
し
て
決
心
し
ま
し
た
。
香
取
分
校

の
子
は
自
立
心
の
強
い
子
で
、
家

業
の
乳
業
、
農
業
を
手
伝
う
子
が
多

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
教
員
を
代
表
し
て
行
天

登
志
子
先
生
が
「
何
か
あ
る
と
一
致

団
結
し
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
み
せ
た
。
香
取
の
人
づ
く
り
を

糧
に
し
て
今
こ
そ
連
携
し
て
村
づ
く

り
を
支
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
5
年
生
の
荒
尚
樹
く
ん

が
「
最
後
の
在
校
生
だ
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

開通した山陰道を走

る車（名和ＩＣ付近）
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まちの話題

中山巡回バス
本格運行開始

　

中
山
地
区
で
平
成
19
年
4
月
か
ら
試
験
運
行
を
続

け
て
い
た
巡
回
バ
ス
は
、
4
月
か
ら
有
料
運
行
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
、
4
月
1
日
役
場
中
山
支
所
前

で
出
発
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
束
を
受
け
取
っ
た
神
正
義
運
転
手
は
、
満
員
の

乗
客
を
乗
せ
て
ゆ
っ
く
り
出
発
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
も
通
院
や
買
い
物
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

種類 金額

200 円券 11 枚綴り 2,000 円

200 円券 35 枚綴り 6,000 円

200 円券 50 枚綴り 8,000 円

【回数券】

販売場所：役場企画情報課、役場中山支

所、名和公民館、中山公民館、保健福祉

センターなわ

【料　金】

　区間に関係なく、1人 1回２００円

　※ 就学前の乳幼児は無料

【運休日】

　日曜日、祝日および

　12月 29 日～ 1月 3日

【運行ルート、運行時刻】 

　別途配布している運行表を

　ご確認ください

花束を受け取る神正義運転手
バスに乗り込む乗客の皆さん

交通安全を
呼びかけ

　

4
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

  

4
月
7
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

わ
で
町
内
の
交
通
安
全
指
導
員
や
交
通

安
全
協
会
員
な
ど
、
交
通
安
全
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
て
出
発
式
を
行
い
、
町

内
に
お
け
る
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

御来屋郵便局前でのぼり

旗などを持って交通安全

を呼びかける交通安全保

護者の会の皆さん

　

期
間
中
、
各
地
で
小
中
学
生

の
登
校
中
の
交
通
安
全
を
見
守

る
た
め
に
立
ち
番
を
し
た
り
、

街
頭
で
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗
を

も
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
多
く

の
住
民
が
交
通
事
故
の
な
い
町

づ
く
り
の
た
め
、
積
極
的
に
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

大
山
町
消
防
団

新
役
員
決
ま
る

　

町
消
防
団
の
役
員
改
選
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、

次
の
皆
さ
ん
が
４
月
１
日
か
ら
役
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

団
長　
　

金
田
敏
彦

副
団
長　

金
平
一
男

　

〃　
　

深
田
政
行

　

〃　
　

綿
田　

治

中
山
第
１
分
団

分
団
長　

圓
岡
勇
人

中
山
第
２
分
団

分
団
長　

戸
崎
幹
也

中
山
第
３
分
団

分
団
長　

金
平　

誠

中
山
役
場
分
団

分
団
長　

澤
田　

勝

名
和
第
１
分
団

分
団
長　

金
谷
光
男

名
和
第
２
分
団

分
団
長　

戸
野
陽
平

名
和
第
３
分
団

分
団
長　

枡
田
幸
男

大
山
第
１
分
団

分
団
長　

池
添
文
昭

大
山
第
２
分
団

分
団
長　

汐
田　

勝

大
山
第
３
分
団

分
団
長　

池
田
武
司

団長　金田敏彦さん
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まちの話題

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

下
前
谷
の
林
原
利
子
さ
ん
が
、
3
月
30
日
に
満
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

利
子
さ
ん
は
明
治
41
年
生
ま
れ
。
毎
日
30
分
の
体
操
を
し

た
り
、公
民
館
の
寿
学
級
に
は
必
ず
出
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

体
や
頭
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
75
歳
か
ら
踊
り
を
は
じ
め
ら
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

町
長
か
ら
記
念
の
品
を
受
け
取
ら
れ
る
と
、
利
子
さ
ん
は

笑
顔
で
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
と
て
も
百
歳

に
は
見
え
ま
せ
ん
」
と
い
う
山
口
町
長
の
言
葉
に
家
族
の
方

が
、「
若
い
と
き
か
ら
苦
労
を
し
た
の
で
60
歳
の
こ
ろ
は
年

よ
り
も
老
け
て
見
え
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
か
ら
顔
が
ま
っ

た
く
変
わ
ら
な
い
の
で
今
で
は
と
て
も
若
く
見
え
ま
す
」
と

言
っ
て
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
ひ
孫
さ
ん
た
ち
に
囲

ま
れ
毎
日
を
楽
し
く
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

浦
安
の
舞

　

眞し

ん

じ子
神
社
（
東
坪
）
春
の
例
大
祭

が
4
月
9
日
に
行
わ
れ
、
小
学
校
6

年
生
2
人
と
5
年
生
１
人
が
浦
安
の

舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
60
年

以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
毎

年
小
学
6
年
生
の
女
子
が
舞
姫
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
具
の
品
定
め

　

大
山
の
ふ
も
と
に
春
本
番
を
告
げ

る
大
山
口
農
具
市
が
4
月
6
日
、
Ｊ

Ｒ
大
山
口
駅
一
帯
に
立
ち
、
農
家
の

人
た
ち
や
春
休
み
の
子
ど
も
た
ち
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
好
天

の
下
、
駅
前
に
あ
る
名
物
の
桜
の
巨

木
も
満
開
と
な
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

特
別
出
演
し
た
歌
手
の
桂
木
龍
さ
ん

が
「
大
山
」
を
披
露
し
た
ほ
か
、
吹

奏
楽
の
演
奏
や
踊
り
、
大
正
琴
な
ど

が
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

12
年
ぶ
り
の
拝
顔

　

長
田
に
あ
る
玉
廉
山
清
見
寺
で
３

月
20
日
、
町
指
定
有
形
文
化
財
「
千

手
観
音
立
像
」
が
12
年
ぶ
り
に
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
千
手
観
音
立
像
は
、
古
く

か
ら
子
年
（
12
年
に
一
度
）
に
1
日

限
り
開
帳
さ
れ
る
秘
仏
で
、
高
さ

１
５
７
セ
ン
チ
、
室
町
時
代
末
期
の

作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
護
摩
焚
き
法
要
、
文
化
財

解
説
、
長
田
自
治
会
に
よ
る
甘
酒
の

振
る
舞
い
や
餅
ま
き
な
ど
が
あ
り
、

盛
大
に
開
帳
行
事
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
千
手
観
音
立

像
を
拝
観
し
よ
う
と
町
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
参
拝
者
が
あ
り
、
子
孫
繁

栄
や
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
ま
し

た
。 　
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人権のつぼ 35
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

〔
主
催
〕
大
山
町
・
大
山
町
教
育
委
員
会
・

　
　
　

  

大
山
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会

〔
期
間
〕
平
成
19
年
10
月
22
日
〜
12
月
14
日

〔
対
象
〕
全
町
民

小
地
域
懇
談
会
高
齢
者
と
共
に
生
き
る

　

地
域
づ
く
り
に
向
け
て

　

平
成
19
年
度
の
小
地
域
懇
談
会
で
は
テ
ー
マ
を
「
高
齢
者
の
人
権
」
に
設
定
し
、

認
知
症
の
介
護
問
題
を
入
り
口
に
し
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
が
高
齢
化
社
会
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
高
齢
者
を
取
り
ま
く
状
況
も
厳

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い
高
齢
者
問
題
。
こ
の
高
齢

者
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
心
豊
か
で
安
心
・
安
全
な
大
山
町
や
地
域
を
創

る
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る
よ
う
な
小
地
域
懇
談
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・ 

家
族
に
認
知
症
に
な
っ
た
者
が
い
な

い
と
分
か
ら
な
い
。
自
分
は
経
験
し
た

の
で
重
大
な
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
。

・ 

身
内
の
こ
と
だ
か
ら
こ
そ
認
知
症
の

こ
と
を
隠
し
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、

オ
ー
プ
ン
に
し
て
周
囲
に
助
け
を
求
め

る
こ
と
が
大
事
。

・ 

認
知
症
の
予
備
知
識
を
持
ち
症
状
を

認
め
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
イ

ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
減
る
。
症
状
は
さ

ま
ざ
ま
。
個
人
を
認
め
知
ろ
う
と
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

独
居
老
人
は
増
え
て
き
て
お
り
地
域

で
の
ケ
ア
も
大
切
だ
。

・ 

高
齢
者
の
状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ

と
が
大
事
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
大
切

座
談
会
で
出
た
主
な
意
見
な
ど

　

最
近
の
テ
レ
ビ
と
か
新
聞
な
ど

で
社
会
状
況
を
見
て
い
る
と
、
日
々

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
権
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
も
小

地
域
懇
談
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。　

介
護
経
験
を
お
持
ち
の
方
か
ら
■

に
し
な
が
ら
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

・ 

現
代
社
会
に
お
け
る
核
家
族
化
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
重
視
の
風
潮
が
独
居
老
人

の
孤
立
化
を
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
高
齢
者
と
と
も
に
活

動
で
き
る
企
画
が
大
切
で
は
。

意
見
交
換
の
な
か
か
ら
■

・ 

介
護
は
女
性
と
い
う
考
え
が
強
い
と

思
う
。
も
っ
と
男
性
も
参
加
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
う
。

・ 

Ａ
さ
ん
は
夫
の
協
力
が
あ
り
、
家
庭

で
介
護
に
取
り
組
め
て
恵
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
た
。

・ 

高
齢
者
の
立
場
に
立
っ
た
考
え
方
や

対
応
が
大
切
で
あ
る
。
高
齢
者
に
も
で

き
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
周
り
の
人

が
邪
魔
者
扱
い
す
る
の
は
人
権
を
否
定

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

介
護
さ
れ
て
い
る
方
や
お
年
寄
り
な

ど
の
自
尊
感
情
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

・ 

高
齢
者
の
意
見
を
尊
重
し
て
勝
手
に

片
付
け
た
り
せ
ず
に
、
使
い
や
す
い

よ
う
に
し
て
あ
げ
自
分
の
意
思
を
大

切
に
尊
重
す
る
。

・ 

大
事
な
の
は
自
己
決
定
権
を
尊
重
す

る
こ
と
だ
と
思
う
。

・ 

本
人
や
家
族
の
意
見
や
思
い
に
対
し

地
域
社
会
で
の
支
え
が
必
要
で
あ
る
。

・ 

区
内
の
方
の
様
子
を
知
っ
て
い
る
こ

と
は
い
い
こ
と
だ
。
夜
中
に
徘
徊
し

て
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
通
報
で
き

る
な
ど
地
域
で
連
絡
し
合
え
る
。

・ 

認
知
症
の
人
の
人
権
問
題
か
ら
相
手

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な

人
権
に
つ
い
て
偏
見
や
誤
解
を
な
く

す
こ
と
が
大
切
だ
。

今
後
の
方
向
に
つ
い
て
の
意
見
■

・ 

介
護
す
る
側
の
考
え
を
中
心
に
し
た

介
護
で
は
な
く
、
介
護
さ
れ
る
側
の

こ
と
を
考
え
た
介
護
が
必
要
で
は
な
い

か
。

・ 

介
護
さ
れ
る
人
の
自
己
決
定
権
を

い
か
に
尊
重
で
き
る
か
が
大
切
で
、

日
ご
ろ
か
ら
人
権
を
意
識
し
た
生
活

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

・ 

介
護
に
限
ら
ず
日
常
生
活
の
な
か

で
人
権
問
題
を
意
識
し
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

・ 

地
域
で
日
ご
ろ
か
ら
ふ
れ
あ
い
の

場
を
持
つ
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

・ 

高
齢
化
社
会
を
迎
え
行
政
も
介
護

シ
ス
テ
ム
を
し
っ
か
り
と
整
備
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。

・ 

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
ど
う
し
て

い
く
か
。
行
動
し
て
い
く
か
が
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
か
。

・ 

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
つ
な
が
り
を

強
め
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

平
成
19
年
度
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　予約件数も 4,891 件から 8,288 件と倍近くなりました。

これも日頃から町民の皆さんにご利用いただき、本に親しんでいただける時間が多くなったことの現れかと思い

ます。今後とも図書館のご利用をよろしくお願いいたします。

●平成19年度の貸出冊数は111,559冊。前年度に比べ13,120冊増えました。

①ホームレス中学生（田村裕／著、ワニブックス）

②私の男（桜庭一樹／著、文藝春秋）

③楽園（宮部みゆき／著、文藝春秋）　　

ベストリクエスト 昨年度予約回数が多かった本です

＜一般書＞

①夜明けの街で（東野圭吾／著、角川書店）

②楽園（宮部みゆき／著、文藝春秋）

③幻香（内田康夫／著、角川書店）　

＜児童書＞

①かいけつゾロリシリーズ（原ゆたか／著、ポプラ社）

②ハリー・ポッターと謎のプリンス（J.K. ローリン

グ／著、静山社）

③よーいどんで名探偵（杉山亮／著、偕成社）

＜絵本＞

①バムとケロシリーズ（島田ゆか／著、文渓堂）

②うちにかえったガラゴ（島田ゆか／著、文渓堂）

③めっきらもっきらどおんどん（長谷川摂子／著、福

音館書店）

ベストリーダー 昨年度貸出回数が多かった本です

一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　　

★ 夜を守る / 石田衣良

★ 日月めぐる / 諸田玲子

★ ブランケット・キャッツ / 重松清

★ 流星の絆 / 東野圭吾

★ 禁断のパンダ / 拓未司

★ 母べえ / 野上照代

★ 我、弁明せず。/ 江上剛

★ 新世界より上・下 / 貴志祐介

★ 裁判員法廷 / 芦辺拓

★ 甘い薬害　上・下 / ジョン・グリシャム

★ 運命の書　上・下 / ブラッド・メルツァー

エッセイ　　　　　　　　　　　　　　　　　  

★ ももこの２１世紀日記 No. ７/ さくらももこ

★ 日本人なら「気品」を身につけなさい / 瀬戸内寂聴

★ くじら日和 / 山本一力

★ 言い残された言葉 / 曽野綾子

★ そうか、もう君はいないのか / 城山三郎　

その他

★ 子どもが本好きになる瞬
と き

間／五十嵐絹子

★ 神社のことがよくわかる本／外山晴彦

★ ＜問い＞の問答／南直哉

★ 笑いの教科書／梅澤実

★ 曖昧力／多湖輝

★ スピード思考術／西村克己　　　　　　　　

児童・絵本　　　　　

★ 少年野球「レベルアップ」のすべて／本間正夫

★ ぼくらの天使ゲーム／宗田理

★ 怪盗クィーン、仮面舞踏会にて／はやみねかおる

★ かんたんせんせいとライオン／斉藤洋

★ シリーズいのちの授業／種村エイ子

★ いちねんせいのがっこうたんけん / おか しゅうぞう

★ まっすぐまっすぐ／松竹いね子

★ 三本足の大ケヤキ／金田喜兵衛

にほんのわらべうた　全４巻
近藤信子　福音館書店

  １・２・３巻には１１８曲

のわらべうたが紹介してあ

り、４巻目に全曲の楽譜とＣ

Ｄがのせられています。

　わらべうたの遊び方を文章

だけで説明することは難しい

のですが、この本には子ども

たちが実際にわらべうたを楽

司書のおすすめの本

しんでいる約６００枚もの写真と、柳生弦一郎さんの

楽しい絵や親しみやすい書き文字など、とても分かり

やすく紹介がしてあります。

　わらべうたは音楽の体験として、絵本につながる言

葉の体験として、なにより人とのつながりの体験とし

て大きな意味があるといわれています。

　「こどもの日」をきっかけに、ぜひお子さんと一緒

にわらべうたを楽しんでみてはいかがでしょうか。（な）
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お　

知　

ら　

せ

戸
籍
の
窓
口
で
の

「
本
人
確
認
の
方
法
」
が
変
わ
り
ま
す

障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の

皆
さ
ん
へ

　

戸
籍
は
、
結
婚
し
た
こ
と
、
離
婚

し
た
こ
と
や
、
親
子
の
関
係
な
ど
が

記
載
さ
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
戸
籍
の
証
明
書
は
、

他
人
に
不
正
に
取
得
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
他
人
が
う
そ
の
届
出
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
戸
籍
に
真
実
で
な

い
記
載
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
5

月
１
日
か
ら
は
来
ら
れ
た
方
が
本
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
徹
底
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

大
山
町
で
は
す
で
に
、
平
成
17
年

10
月
か
ら
、
窓
口
で
戸
籍
の
証
明
書

や
住
民
票
の
写
し
を
と
ら
れ
る
際

に
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
戸
籍
の
証
明
や
届
出
に
関
す
る
本

人
確
認
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
以
上
に
き
め
こ
ま
か
な
審
査
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今までは・・・ 　平成 20年 5月１日からは・・・

ア

・運転免許証

・パスポート

・国や地方公共団体が発行し

た免許証など

・外国人登録証明書

・住民基本台帳カード（写真

の入ったもの）

引き続きどれか 1枚の提示で確認させていただきま

す。※顔写真のついた公的身分証明として、住民基

本台帳カードの取得をおすすめします。

イ

・健康保険の被保険者証

・共済組合員証

・年金手帳

・年金証書

・恩給証書

・住民基本台帳カード（写真

のないもの）

ひとつだけでは本人確認ができたとみなしません。

イ、ウに挙げたものを２つ以上お持ちになれば、ご

本人であると確認させていただきます。

ウ

・学生証

・法人が発行した身分証明書

などで写真の入ったもの

ひとつだけでは本人確認できたとみなしません。イ、

ウに挙げたものをもうひとつご提示ください。

エ

・預金通帳

・クレジットカード

・キャッシュカード

・税金・公共料金の領収書（本

人名義のもの）など

戸籍の手続きや証明をとる場合の本人確認をするた

めの資料としてみとめられません。

●エについては、住民票の写し、印鑑登録証明書、税関係証明書など交付時の

本人確認の資料とさせていただく場合があります。

　

他
の
市
町
村
か
ら
大
山
町
に
転
入

さ
れ
た
場
合
ま
た
は
、
大
山
町
内
で

転
居
さ
れ
た
場
合
は
、
住
所
変
更
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

お
持
ち
の
障
害
者
手
帳
の
住
所
欄

を
確
認
い
た
だ
き
、
現
在
の
住
所
と

異
な
っ
て
い
る
場
合
は
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
入
ま
た
は
転
居
に
よ
り

住
所
変
更
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
福
祉

保
健
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
町
福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０
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要
約
筆
記
者
養

成
講
習
会

《
基
礎
課
程
》

受
講
生
募
集

　

県
で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
要
約
筆

記
者
を
養
成
す
る
た
め
、
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
内　

容
】　

各
コ
ー
ス
全
10
回

　

厚
生
労
働
省
要
約
筆
記
奉
仕
員
養

成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施

　

（
１
）
実
技　

（
２
）
聴
覚
障
害
者

福
祉
等
に
関
す
る
講
義

【
対　

象
】

　

聴
覚
障
害
者
な
ど
の
福
祉
に
理
解

と
熱
意
を
有
す
る
方
で
講
習
会
終
了

後
に
地
域
の
要
約
筆
記
者
の
会
で
の

活
動
を
継
続
で
き
る
方
。

　

【
コ
ー
ス
名
】

　

手
書
き
コ
ー
ス

　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方
で
、
あ
る

程
度
の
入
力
が
可
能
な
方
。

【
受
講
期
間
】

　

6
月
28
日
〜
9
月
6
日

　

お
お
む
ね
毎
週
土
曜
日

　

13
時
〜
16
時

【
会
場
】

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里
（
米
子
市
錦
町
）

【
受
講
料
及
び
テ
キ
ス
ト
代
】

　

各
コ
ー
ス
受
講
料　

１
０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代　
　
　

１
０
５
０
円

【
申
込
方
法
及
び
申
込
期
限
】

　

受
講
申
込
書
は
、
福
祉
保
健
課

･

各
支
所
総
合
窓
口
課
ま
た
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
く
ろ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
く
ろ
う
宛
に
「
要
約
筆
記
者

養
成
講
習
会
受
講
申
込
書
」
在
中
と

赤
で
記
入
の
上
、６
月
13
日（
金
）（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先 

　

大
山
町
福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２　

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー　

ふ

く
ろ
う
（
担
当
：
和
田
）

〒
６
８
９
‐
０
０
０
４

　

米
子
市
上
福
原
７
‐
13
‐
１

　

鳥
取
県
立
鳥
取
聾
学
校
ひ
ま
わ
り

分
校
内

☎ 
０
８
５
９
‐
32
‐
７
３
３
８　

Fax

０
８
５
９
‐
32
‐
７
３
９
２

大
山
町
食
生
活
改

善
推
進
員
養
成
講

座
受
講
者
募
集

平
成
20
年
度

　

食
生
活
改
善
や
健
康
づ
く
り
の

大
切
さ
を
学
ぶ
、
食
生
活
改
善
推
進

員
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。
自
分
の
健
康
を
見
直
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
日  

時
】

　

開
講
式   

６
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

第
２
回　

７
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

　

第
３
回　

８
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

　

第
４
回　

９
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

　

第
５
回　

10
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

　

第
６
回　

11
月
18
日
（
火
）　

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
14
時

　

閉
講
式　

12
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
内　

容
】
食
生
活
、
食
品
衛
生
、

健
康
づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
予
防
な

ど
の
講
義
と
調
理
実
習

【
講　

師
】
米
子
保
健
所
長
、
医
師
、

保
健
師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養

士
な
ど

【
場　

所
】
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

【
そ
の
他
】　

修
了
後
、
地
域
の
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り　

５
月
23
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
福
祉
保

健
課
☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

新
し
い
民
生
委

員
・
児
童
委
員

　

選
任
中
で
あ
り
ま
し
た
、
中
高
１

区
・
中
高
３
区
担
当
の
委
員
に
、
貝

谷
み
か
さ
ん
が
、４
月
１
日
付
け
で
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
平
成
22
年
11
月
ま
で
で
、

地
域
に
密
着
し
た
、
幅
広
い
福
祉
活

動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心

配
事
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

八
橋
警
察
署
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

で
き
ま
し
た

内
容
は

○
駐
在
所
の
場
所
、
管
轄
地
域

○
生
活
安
全
情
報
（
振
り
込
め
詐
欺

情
報
・
相
談
窓
口
情
報
・
防
犯
情
報

な
ど
）

○
交
通
関
係
（
事
故
発
生
状
況
・
事

故
防
止
対
策
な
ど
）

○
大
山
登
山
情
報

○
被
害
者
支
援
情
報

○
落
し
物
・
拾
い
物
情
報

な
ど
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
す

る
た
め
に
参
考
と
な
る
た
く
さ
ん
の

情
報
が
あ
り
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
は

http
://w

w
w
.p
re
f.to

tto
ri.lg

.jp
/

dd.aspx?m
enuid=7

1
7
1
6

で
す
。「
鳥
取
県
公
式
サ
イ
ト
」
か

ら
入
っ
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
日
々

の
生
活
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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◆
日
時　

５
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

◆
場
所　

大
山
中
学
校
体
育
館

◆
指
導　

鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
協
会

◆
内
容　

基
本
動
作
・
練
習
試
合
な

ど※
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

体
験
講
習
会

新
し
い

人
権
擁
護
委
員

　

4
月
1
日
付
け
で
新
た
に
小
谷
章

公
さ
ん
（
下
甲
）
が
、
本
町
の
人
権

擁
護
委
員
（
中
山
地
区
担
当
）
と
し

て
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

 

任
期
は
3
年
間
で
、
人
権
相
談
所

を
開
設
す
る
な
ど
人
権
啓
発
・
普
及

の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら

感
謝
状

　

3
月
31
日
に
人
権
擁
護
委
員
を
退

任
さ
れ
た
細
谷
雄
允
さ
ん
（
八
重
）

に
は
、
平
成
4
年
か
ら
長
期
に
わ
た

り
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
功

績
に
対
し
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小谷章公 人権擁護委員

細谷雄允さん

春の
行政相談週間

■
日
時　

５
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時　
　
　

　

※
雨
天
中
止

む
き
ば
ん
だ
春
の
親
子

写
生
会
親
子
で
描
こ
う
妻
木
晩
田

■
会
場　

妻
木
晩
田
遺
跡

■
申
込
期
限　

５
月
14
日(

水)

■
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

絵
具
、
パ
レ
ッ
ト
、
昼
食
、
帽

子
、
飲
み
物
な
ど
（
画
板
と
画
用

紙
は
用
意
し
ま
す
）

■
申
込
み
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
妻
木

晩
田
遺
跡
事
務
所
ま
で
。（
Ｈ
Ｐ

内
の
「
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
」
で
の
お
申
込
み
が
便

利
で
す
）

■
賞
品
等　

入
選
作
に
は
賞
品
、

参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

■
作
品
展　

５
月
19
日
（
月
）
〜

６
月
１
日
（
日
）
ジ
ャ
ス
コ
日
吉

津
店
、
6
月
2
日
（
月
）
〜
6
月

29
日
（
日
）
妻
木
晩
田
遺
跡
事
務

所
で
開
催
。

■
問
合
せ
先

　

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
37
‐
４
０
０
０

５月１９日（月）

　　～２５日（日）

　　皆さんの身の回りで、役所の仕事

や手続き、サービスなどの関係で

　◎苦情がある、困っていることがある

　◎こうしてほしい

　◎苦情を申し出たが、説明や措置な

どに納得がいかない

　◎苦情や困っていることなどについ

て、どこに相談してよいか分からない

　◎制度や仕組みが分からない

　などのことはありませんか。

　このような苦情をお持ちの方は、毎

月行政相談所が開設されますので相談

ください。

　大山町では３名の行政相談委員さん

（総務大臣が委嘱）により、毎月１回

各地区を会場に相談所を開設しています。

◆大山町行政相談委員さん

　中山会場：谷
たにぐちともあき

口智昭さん（上市）

　　　　　　☎ 0858-58-2281

　名和会場： 松
まつおか

岡久
く み こ

美子さん（上坪東）

                  ☎ 0859-54-2308

　大山会場：清
しみずたけふみ

水剛文さん（上野）

                  ☎ 0859-53-3122

◆５月の相談所は次のとおりです。

　〔中山会場〕

    ５月２６日（月）9:30 ～ 12:00

    福祉センターなかやま

　〔名和会場〕

　 ５月   ７日（水）9:30 ～ 12:00

　 保健福祉センターなわ

　〔大山会場〕

　 ５月１４日（水）13:00 ～ 16:00

　 保健福祉センターだいせん

◆総務省鳥取行政評価事務所（鳥取第

１地方合同庁舎）でも随時相談を受け

付けています。

おこまりならまるまるくじょーひゃくとおばん

裁
判
員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
裁
判
所
見
学
会

　

5
月
1
日
か
ら
同
月
7
日
ま
で
の

憲
法
週
間
に
ち
な
ん
で
、
次
の
行
事

が
開
か
れ
ま
す
。

◆
裁
判
員
制
度
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
時 

５
月
3
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

　

場
所　

鳥
取
県
立
県
民
文
化
会
館

　

内
容　

映
画
の
上
映
、
裁
判
員
制

度
の
解
説
、
意
見
交
換

　

定
員　

1
０
０
人

　

申
し
込
み
先

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
１
７
１

◆
裁
判
所
見
学
会
（
鳥
取
地
方
・
家

庭
裁
判
所
米
子
支
部
）

　

日
時　

5
月
9
日
（
金
）
10
時
〜
正
午

　

定
員　

30
人

　

申
し
込
み
先　

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務
課

　

☎
０
８
５
９
‐
22
‐
２
２
０
５
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時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３１日
10：00 太平記ウォーク

11：00

12：00
４月の出来事 ４月の出来事 ４月の出来事

13：00

14：00 名和インターチェンジ開通 太平記ウォーク

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00 ４月の出来事 ４月の出来事 ４月の出来事

21：00 太平記ウォーク

22：00

23：00

0：00 名和インターチェンジ開通 太平記ウォーク

４月の出来事 ４月の出来事 ４月の出来事

お　

知　

ら　

せ

　前の週から放送している

番組は、新しい番組が準備

出来しだい、差し替える予

定です。また、業務の都合

により予定どおり放送でき

ないこともありますので、

ご了承ください。放送予定

が無い時間帯については、

文字情報で行政情報などを

提供しています。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３１日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　　　　　（本庁２階）

　☎ 0859-54-5202

５月
◆４月の出来事の内容

　○大山口農具市

　○眞子神社　春の例大祭

　○春の全国交通安全運動

　○大山春の一斉清掃

　○大山の春を楽しむまつりｉｎ香取

　○その他

藤
ま
つ
り

・
４
日　

　

名
和
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
大
正
琴
演
奏
、

茶
道
グ
ル
ー
プ
の
お
茶
席 

・
５
日　

　

中
山
公
民
館
琴
教
室
に
よ
る
琴
演
奏
、
茶

道
グ
ル
ー
プ
の
お
茶
席

　

19
時
30
分
〜 

ゴ
ス
ペ
ル
オ
ー
ブ
の
夜
間

コ
ン
サ
ー
ト
（
入
場
無
料
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
観
光
商
工
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０

　

住
雲
寺
（
通

称
ふ
じ
寺
・
古

御
堂
）
で
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
中
の
５
月
３

日
（
土
）
か
ら

５
日
（
月
）
の

３
日
間
、
恒
例

の「
藤
ま
つ
り
」

を
行
い
ま
す
。

　

境
内
で
は
、
藤
の
花
の
甘
い
香
り
が
漂
う

中
、
琴
の
演
奏
、
お
茶
席
、
コ
ー
ヒ
ー
・
う

ど
ん
・
藤
寿
司
・
特
産
品
な
ど
の
販
売
も
行

わ
れ
ま
す
。
夜
に
は
、
期
間
中
毎
日
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
し
ま
す
。

　

５
日
の
最
終
日
に
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
幻
想
的
な
藤
の
花
の
な
か
、
山
陰
で
活

躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
、
ゴ
ス
ペ
ル
オ
ー
ブ

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

５
月
３
日
（
土
）
〜
５
日
（
月
）

　

10
時
〜
15
時

・
3
日　

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

先
着
３
０
０
名
に
藤
も
ち
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

米
子
西
高
校 

筝
曲
部
に
よ
る
琴
演
奏
、

茶
道
部
に
よ
る
お
茶
席

御み

幸ゆ
き 
（
御
輿
行
幸
）

◆
日
時　

５
月
24
日
（
土
）
10
時
〜

◆
場
所　

大
山
博
労
座
駐
車
場
、
大
山
寺
参
道

○
国
指
定
重
要
文
化
財
「
阿
弥
陀
堂
」
の
一

般
公
開 

５
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）　

10
時
〜
16
時

○
大
山
の
食
材
を
集
め
た「
か
ら
す
天
狗
市
」

５
月
24
日
（
土
）
９
時
〜
15
時　

大
山
博
労

座
駐
車
場

◆問い合わせ先
　大山町観光協会大山観光局
　☎０８５９‐52‐２５０２
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大
山
町
役
場

山
口
隆
之　

町
長

田
中
祥
二　

副
町
長

▼
総
務
課

(

０
８
５
９)

54
‐
５
２
０
１

職
員
の
人
事
・
給
与
、
財
政
、
財
産
管

理
、
条
例
、
消
防
・
防
災
、
国
民
保
護
、

情
報
公
開
、
入
札
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

農
林
水
産
課
・
建
設
課
及
び
農
業
委
員

会
の
業
務

田
中　

豊　
　

課
長 

酒
嶋　

宏　
　

課
長
補
佐

林
原
幸
雄　
　

課
長
補
佐

持
田
隆
昌　
　

課
長
補
佐

井
上　

龍　
　

主
幹

野
間　

光　
　

主
幹

前
田
智
加
子　

主
幹

大
塚
健
一　
　

主
任

生
田
真
理
子　

主
任

提
嶋
聡
子　
　

主
任

中
井
晶
義　
　

主
任

片
山
文
雄　
　

主
任

中
田
千
安
妃　

主
事

坂
田
孝
信　

   

現
業
主
幹

門
脇
錠
二　
　

現
業
主
幹

阪
本
真
弓　
　

事
務
補
助

汐
田
美
穂　
　

主
幹
（
総
務
課
付
）

金
田
弘
美　
　

主
任
（
総
務
課
付
）

田
村
啓
太　
　

主
任
（
総
務
課
付
）

門
脇
理
恵
子　

主
任
（
総
務
課
付
）

田
子
真
理　
　

主
事
（
総
務
課
付
）

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

田
中　

豊　
　

局
長
（
兼
務
）

井
上　

龍　
　

書
記
（
兼
務
）

提
嶋
聡
子　
　

書
記
（
兼
務
）

中
井
晶
義　
　

書
記
（
兼
務
）

片
山
文
雄　
　

書
記
（
兼
務
）

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
）

酒
嶋　

宏　
　

書
記(

兼
務
）

▼
企
画
情
報
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
2

町
の
総
合
計
画
、
地
域
活
性
化( 

ま
ち

づ
く
り)

、
地
域
情
報
化
、
広
報
・
広

聴
、
統
計
調
査
、
交
通
政
策
、
交
通
安

全
、
国
際
交
流
・
国
内
交
流
、
景
観
形

成
、
土
地
利
用
計
画
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
屋
外
広
告
物

小
谷
正
寿　
　

課
長 

吹
野
正
幸　
　

課
長
補
佐

金
田
茂
之　
　

主
幹

国
野
良
治　
　

主
幹

山
﨑
栄
一　
　

主
幹

諸
遊
智
美　
　

主
任

高
見
ゆ
か
り　

主
任

齋
藤
伸
一　
　

電
気
主
任
技
術
者

(

情
報
管
理
室
）

門
脇
英
之　
　

室
長 

池
山
大
司　
　

主
幹 

加
藤
貴
子　
　

主
幹

井
上
貴
生　
　

主
幹

白
石
泰
志　
　

番
組
制
作
補
助　

▼
会
計
課 

(

０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
９

出
納
、
物
品
管
理

坂
田　

修　
　

会
計
管
理
者

生
田
貴
史　
　

主
任

山
根
恵
美　
　

主
任

▼
税
務
課

(

０
８
５
９)

54
‐
５
２
０
８

町
税
及
び
県
民
税
の
賦
課
徴
収
、
滞
納

対
策
、
各
種
税
務
証
明
、
固
定
資
産
評

価
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険

料
の
賦
課
徴
収
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
徴
収

野
間
一
成　
　

課
長 

遠
藤
友
文　
　

課
長
補
佐

杉
本
美
鈴　
　

課
長
補
佐

山
岡
浩
義　
　

主
幹

枝
谷
昌
紀　
　

主
幹

谷
麻
紀
子　
　

主
任

川
端
智
光　
　

主
任

松
田
拓
男　
　

主
任

福
留
寿
規　
　

主
事

（
滞
納
対
策
室
）

岡
田　

栄　
　

室
長 

大
西　

繁　
　

課
長
補
佐

林
原
壮
太　
　

主
幹

米
原
幸
司　
　

主
任

中
垣
敏
雄　
　

徴
収
嘱
託
員

福
留
禎
治
郎　

徴
収
嘱
託
員

▼
水
道
課

（
名
和
分
庁
舎
内
）

(

０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
４

上
水
道
、
簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
浄
化
槽

舩
田
晴
夫   　

課
長

中
川
幸
雄　
　

課
長
補
佐

澤
田　

勝　
　

課
長
補
佐

大
前　

満　
　

主
幹
技
師

国
谷
純
一　
　

主
幹

金
川   

徹　
　

主
幹
技
師

山
本
浩
司　
　

主
幹

岡
田
佑
子　
　

主
任

遠
藤
真
理
子　

主
任

▼
福
祉
保
健
課

(

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
内
）

(

０
８
５
９)

54
‐
５
２
０
７ 

在
宅
介
護
支
援
、
児
童
福
祉
、
母
子
福

祉
、
障
害
者
福
祉
、
生
活
保
護
、
援
護
、

保
健
衛
生
、
健
康
診
断
、
老
人
福
祉
、

子
育
て
支
援
、
介
護
保
険

戸
野
隆
弘　
　

課
長 

渡
辺
明
美　
　

課
長
補
佐

後
藤
律
子　
　

課
長
補
佐

松
田
博
明　
　

課
長
補
佐

中
嶋　

豊　
　

主
幹

門
脇
恵
美
子　

主
幹

諸
遊
剛
史　
　

主
幹

林
原　

陽　
　

主
任

池
本
菜
穂
子　

主
任

金
田
啓
介　
　

主
任

遠
藤
博
和　
　

主
任

藤
田
よ
う
子　

主
幹
保
健
師

石
指
智
子　
　

主
幹
保
健
師

▼
住
民
生
活
課

 (

０
８
５
９)

54
‐
５
２
１
０

戸
籍
、
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
、
印

鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、
国
民
年
金
、

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

児
童
手
当
、
廃
棄
物
処
理
、
し
尿
処
理
、

環
境
保
全
、
消
費
者
保
護
、
犬
の
登
録
、

狂
犬
病
予
防
、
日
本
赤
十
字
、
献
血

小
西
広
子　
　

課
長

池
島　

清　
　

課
長
補
佐

首
藤
美
紀
子　

課
長
補
佐

小
松
憲
次　
　

主
幹

大
黒
留
美　
　

主
幹

綾
木
真
理
子　

主
幹

瀬
尾
香
代
子　

主
幹

角
田
真
紀　
　

主
任

髙
丸
晴
樹　
　

主
任

片
山
賢
二　
　

主
任

山
根
克
浩　
　

主
任 

（
名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
5
３
５
２

瀧　

正
和　
　

現
業
主
幹 

高
見
哲
夫　
　

現
業
主
幹

（
中
山
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

(

０
８
５
８)

58
‐
２
５
４
４

今
出
紀
之　
　

現
業
主
任

中
田
逸
夫　
　

技
術
助
手

　
　▼

議
会
事
務
局

 (
０
８
５
９)

54
‐
５
２
１
３

議
会
関
係
、
監
査
委
員
関
係

諸
遊
雅
照　
　

局
長 

柏
尾
正
樹      

主
任 

関　

真
弓　
　

事
務
補
助

平
成
20
年
度

町
職
員
配
置
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花
本
美
弥　
　

主
任
保
健
師

岸
本
良
子　
　

主
任
保
健
師

遠
藤
さ
や
か　

保
健
師

松
原
祥
恵　
　

主
幹
管
理
栄
養
士

野
口
千
晴　
　

主
任
管
理
栄
養
士

坂
田
美
津
恵　

事
務
補
助

(

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

(

０
８
５
９)

54
‐
２
２
２
６

勝
呂　

聰　
　

セ
ン
タ
ー
長
（
医
師
）

森
田
ゆ
み
子　

課
長
補
佐

野
川
剛
司　
　

主
事

小
西
美
樹　
　

主
幹
保
健
師

進
野
美
穂
子　

主
幹
保
健
師

松
南
明
美　
　

主
幹
保
健
師

渡
辺
和
子　
　

社
会
福
祉
士

（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
３
９
５

木
谷
邦
子　

保
育
士 

▼
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

(

０
８
５
９)

54
‐
２
２
８
６

山
根　

浩　
　

所
長

▼
人
権
推
進
課

（
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
２
８
６

人
権
啓
発
、
同
和
対
策
、
男
女
共
同
参

画
、
隣
保
事
業
、
児
童
館
業
務
、
住
宅

新
築
資
金
、
保
護
司

近
藤
照
秋　
　

課
長 

耒
海　

栄　
　

課
長
補
佐

高
虫
裕
幸　
　

主
幹

坂
田
真
寛　
　

主
任

西
山
和
茂　
　

指
導
員

権
田　

彰　
　

生
活
相
談
員

金
田
千
義　
　

人
権
教
育
推
進
員

（
あ
す
な
ろ
児
童
館
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
２
８
６

近
藤
照
秋　
　

館
長(

兼
務
）

松
田
容
子　
　

児
童
厚
生
員

北
村
純
子　
　

児
童
厚
生
員

（
中
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

(

０
８
５
８)

58
‐
２
４
０
１

船
越
恒
雄　
　

館
長 

原
田
幸
寿　
　

生
活
相
談
員

水
江
千
恵
美　

指
導
員

(

下
田
中
児
童
館
）

(

０
８
５
８)

58
‐
３
９
２
２

船
越
恒
雄　
　

館
長(
兼
） 

清
見
順
子　
　

児
童
厚
生
員 

原
田
む
つ
子　

児
童
厚
生
員

(

中
高
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
）

(

０
８
５
９)

53
‐
３
８
６
５

坂
田
千
寿　
　

館
長

貝
谷
み
か　
　

生
活
相
談
員

(

中
高
児
童
館
）

(

０
８
５
９)

53
‐
４
９
５
２

坂
田
千
寿　
　

館
長(

兼
務
）

岡
田
美
穂
子　

児
童
厚
生
員

▼
診
療
所
事
務
局

(

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
内
）

(

０
８
５
９)

54
‐
５
１
０
６

中
田
豊
三　
　

事
務
局
長 

後
藤
典
治　
　

主
幹

（
名
和
診
療
所
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
０
６
８

山
脇
美
香　
　

所
長

金
田
真
由
美　

看
護
師 

金
田
恭
子　
　

看
護
師 

三
原
か
な
め　

看
護
師

谷
野
文
彦　
　

放
射
線
技
師

（
大
山
口
診
療
所
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
９
９
０

久
野
宣
年　
　

所
長　

 

渡
邊
愛
子　
　

看
護
師 

深
田
幸
美　
　

看
護
師 

斎
木
順
子　
　

医
療
事
務 

齋
藤
千
鶴
子　

医
療
事
務

（
大
山
口
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
39
‐
５
３
３
３

久
野
淑
枝　
　

所
長　

 

馬
淵
準
司　
　

理
学
療
法
士

久
保
徳
子　
　

看
護
師

（
大
山
診
療
所
）

(

０
８
５
９)

53
‐
８
０
０
２

田
中
光
一  　

 

所
長

谷
野
み
さ
子　

看
護
師
長

吉
野
真
由
美　

看
護
師

安
田
と
も
子　

看
護
師

遠
藤
浩
美　
　

看
護
師

小
林
佳
津
子　

看
護
師

遠
藤
富
美　
　

看
護
師

香
田
久
美　
　

看
護
師

前
田
博
美　
　

看
護
師

楫
ヶ
瀬
進　
　

放
射
線
技
師

諸
遊
志
織　
　

介
護
福
祉
士

杉
谷
富
美
子　

医
療
事
務

▼
農
林
水
産
課

 (

０
８
５
８
）
58
‐
６
１
１
６

農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
道
整
備
、
農

道
管
理
、
土
地
改
良
事
業
、
有
害
鳥
獣

駆
除
、
漁
港
、
港
湾

池
本
義
親　
　

課
長 

徳
永
裕
二　
　

課
長
補
佐 

二
宮
寿
博　
　

課
長
補
佐 

徳
永　

貴　
　

主
幹 

桑
本
英
治　
　

主
幹 

松
井
明
宏　
　

主
幹 

権
田
直
樹　
　

主
幹 

山
本
美
由
紀　

主
幹 

大
柄　

裕　
　

主
任 

小
原
雅
史　
　

主
任 

國
頭
由
利
子　

主
任 

中
田
浩
司　
　

主
任

(

農
業
委
員
会
事
務
局
）

 (

０
８
５
８)

58
‐
６
１
１
５

高
見
晴
美　
　

局
長 

齋
木
貴
敬　

   

主
事

▼
地
籍
調
査
課

 (

０
８
５
８)

58
‐
６
１
１
３

地
籍
調
査

種
田
順
治　
　

課
長 

野
口
尚
登　
　

課
長
補
佐 

奥
田　

哲　
　

主
幹
技
師 

野
口
博
史　
　

主
幹 

角
田
拡
朗　
　

主
任 

権
田
充
俊　
　

主
事

杉
原
明
子　
　

介
護
員

井
田
輝
美　
　

調
理
員

野
口
の
ぶ
子　

調
理
員

宮
永
広
美　
　

調
理
員

大
山
町
役
場
中
山
支
所

▼
総
合
窓
口
課

(

０
８
５
８)

58
‐
６
１
１
１

   

戸
籍
・
住
民
関
係

   (

０
８
５
８)

58
‐
６
１
１
４

   

福
祉
関
係

   (

０
８
５
８)

58
‐
６
１
１
２

庁
舎
管
理
、
各
種
税
務
証
明
、
戸
籍
、

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
に
関
す

る
窓
口
業
務
を
主
に
、
本
庁
及
び
大
山

支
所
に
あ
る
課
の
業
務
、
財
産
区

山
下
一
郎　
　

課
長　

 

手
島
千
津
夫　

課
長
補
佐 

永
見　

明　
　

主
幹 

田
内
洋
二　
　

主
幹 

深
田
智
子　
　

主
幹 

三
嶋
早
苗　
　

主
幹 

天
島
か
お
り　

主
幹 

当
別
当
隆
寛　

主
事 

森
安
小
百
合　

事
務
補
助

（
中
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

(

０
８
５
８)

58
‐
６
１
２
４

奥
田
富
恵　
　

管
理
人

(
友
好
館
）

(

０
８
５
８)

49
‐
３
０
２
０

野
波
真
貴
子　

管
理
人
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大
山
町
役
場
大
山
支
所

▼
総
合
窓
口
課 

(

０
８
５
９)
53
‐
３
３
１
１

庁
舎
管
理
、
各
種
税
務
証
明
、
戸
籍
、

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
埋
火
葬
許
可
、

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
等
に
関
す

る
窓
口
業
務
を
主
に
、
本
庁
及
び
中
山

支
所
に
あ
る
課
の
業
務

麹
谷
昭
久　
　

課
長 

谷
尾
明
宣　
　

課
長
補
佐 

遠
藤
よ
り
こ　

主
幹 

柏
木
千
秋　
　

主
幹 

小
椋
純
一　
　

主
幹 

中
村
健
一
郎　

主
幹 

黒
見
恵
美　
　

主
任 

西
川　

援　
　

主
事 

加
藤
晴
美　
　

事
務
補
助

▼
建
設
課

(

０
８
５
９
）
53
‐
３
１
８
６

道
路
・
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う、

河
川
・
砂
防
、
町
営
住

宅
、
分
譲
宅
地
管
理
、
防
犯
灯

押
村
彰
文　
　

課
長 

野
坂
友
晴　
　

課
長
補
佐 

白
石
貴
和　
　

課
長
補
佐 

河
崎
孝
子　
　

主
幹 

小
倉
祥
司　
　

主
幹
技
師 

赤
川
佳
隆　
　

主
幹
技
師 

石
谷
美
智
子　

主
幹 

坂
田
秀
樹　
　

主
幹
技
師 

竹
中
正
樹　
　

主
幹
技
師 

古
志
哲
朗　
　

主
任 

門
脇　

稔　
　

主
任 

岡
田
竜
矢　
　

主
事 

大
谷
克
己　
　

建
築
技
師

▼
観
光
商
工
課

(

０
８
５
９)

53
‐
３
１
１
０

観
光
、
索
道
事
業
、
大
山
の
自
然
保
護
、

大
山
遭
難
防
止
協
会
、
商
工
業
の
振
興
、

商
工
団
体
の
育
成
指
導
、
企
業
誘
致
、

雇
用
促
進
対
策

福
留
弘
明　
　

課
長 

田
中
延
明　
　

課
長
補
佐 

井
上
浩
行　
　

課
長
補
佐 

池
信
昌
隆　
　

主
幹 

加
藤
由
里　
　

主
幹 

三
嶋
陽
一　
　

主
幹 

尾
崎
行
弘　
　

索
道
技
術
管
理

佐
々
木
教
三　

索
道
技
術
管
理

山
根
篤
子　
　

観
光
案
内 

福
留
洋
美　
　

観
光
庶
務

▼
大
山
振
興
課

（
０
８
５
９)

53
‐
３
３
１
３

大
山
恵
み
の
里
公
社
、
特
産
品
の
開
発
・

販
売
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
総
合
交
流

拠
点
整
備

齋
藤　

淳　
　

課
長

大
黒
辰
信　
　

課
長
補
佐 

末
次
四
郎　
　

主
幹 

瀬
野
尾
純
子　

主
任 

山
根　

圭　
　

主
事 

教
育
委
員
会
事
務
局

山
田　

晋　

教
育
長

狩
野　

実　

教
育
次
長

▼
学
校
教
育
課 

（
名
和
公
民
館
内
）

(

０
８
５
９)

54
‐
５
２
１
１

教
育
総
務
、
学
校
教
育
、
教
育
支
援
、

教
育
相
談

西
田
恵
子　
　

課
長

森
田
典
子　
　

課
長
補
佐

高
口
典
子　
　

指
導
主
事
（
兼
務
）

山
下
佳
恵　
　

主
幹

提
嶋
護
大　
　

主
任

小
椋
智
恵
子　

主
任

野
口
節
浩　
　

現
業
主
幹

門
脇
一
人　
　

現
業
主
幹

(

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
寺
子
屋)

教
育
セ
ン
タ
ー
内
（
旧
庄
内
小
学
校
）

(

０
８
５
９
）
54
‐
２
０
３
７

教
育
支
援
、
教
育
相
談

山
岡
愛
梨　
　

教
育
指
導
員

宮
脇
潤
子　
　

教
育
相
談
員

石
谷
洋
子　
　

教
育
相
談
員

（
名
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
２
４
９

山
根
美
和
子　

所
長

中
原
慎
子　
　

現
業
主
幹

中
田
律
子　
　

現
業
主
幹

石
倉
真
理
子　

現
業
主
幹

（
大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

(

０
８
５
９)

53
‐
３
１
５
７

山
根
美
和
子　

所
長
（
兼
務
）

大
谷
未
央　
　

現
業
主
幹

中
井
麻
美　
　

主
任
調
理
員

高
虫
志
緒
里　

主
任
調
理
員

▼
社
会
教
育
課

（
名
和
公
民
館
内
）

(

０
８
５
９)

54
‐
５
２
１
２ 

社
会
教
育
、
青
少
年
育
成
、
公
民
館
、

社
会
体
育
、
文
化
財
、
文
化
芸
術

小
西
正
記　
　

課
長

後
藤
英
紀　
　

課
長
補
佐

林
原
康
浩　
　

主
任

野
口
里
美　
　

主
任

谷
上　

亮　
　

主
事

(

社
会
教
育
課
文
化
財
調
査
班
）

西
尾
秀
道　
　

主
幹(

班
長
）

山
口　

剛　
　

主
幹

辻　

信
広　
　

主
幹

（
中
央
公
民
館
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
６
８
８

小
西
正
記　
　

館
長
（
兼
務
）

（
名
和
公
民
館･

図
書
館
名
和
分
館
）

(

０
８
５
９)

54
‐
２
６
８
８

松
岡
久
美
子　

館
長

井
上
隆
志　
　

主
幹

山
下
博
子　
　

事
務
補
助

土
橋
弥
生　
　

司
書

（
中
山
公
民
館
）

(

０
８
５
８)

58
‐
２
３
３
4

近
藤
盛
一　
　

館
長

角
田
雅
人　
　

主
幹

田
中
由
紀　
　

事
務
補
助

（
大
山
公
民
館･

大
山
公
民
館
所
子
分
館

･

図
書
館
大
山
分
館
）

(

０
８
５
９)

53
‐
３
０
０
３  

（
中
山
小
学
校
）

(

０
８
５
８)

58
‐
２
４
３
９

坂
本
秀
美　
　

現
業
主
幹

中
川
栄
子　
　

調
理
員

押
村
菜
穂
子　

学
校
司
書

（
名
和
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
０
７
０

大
嶋
幸
子　
　

現
業
主
幹　

細
谷
孝
代　
　

学
校
司
書

（
大
山
西
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
２
２
８

橋
井
貢
司　
　

主
任
司
書

（
大
山
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
１
０
４

首
藤
沙
織　
　

学
校
司
書

（
中
山
中
学
校
）

(

０
８
５
8
）
58
‐
２
０
１
４

山
下
博
美　
　

現
業
主
幹　

池
信
友
紀　
　

調
理
員

橋
井
綾
子　
　

学
校
司
書

（
名
和
中
学
校
）

(

０
８
５
9
）
53
‐
２
０
２
４

山
田
知
佳　
　

学
校
司
書

（
大
山
中
学
校
）

(

０
８
５
9
）
53
‐
３
０
２
０

長
谷
川
由
美　

学
校
司
書
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谷
野
俊
紀　
　

館
長

源
光　

靖　
　

主
幹

金
田
順
子　
　

事
務
補
助

高
見
啓
子　
　

司
書

（
大
山
公
民
館
大
山
分
館
）

（
０
８
５
９)

53
‐
８
１
３
９

小
原
啓
史　
　

館
長

川
島
百
合
子　

事
務
補
助

（
大
山
公
民
館
高
麗
分
館
）

(

０
８
５
９)

53
‐
４
１
６
７

森
田
輝
顕　
　

館
長

美
柑
房
子　
　

事
務
補
助

（
図
書
館
）

(

０
８
５
８)

49
‐
３
０
１
０

船
原
文
野　
　

館
長

木
町
由
佳
理　

主
幹
司
書

永
井
美
里　
　

主
任
司
書

家
森
睦
子　
　

司
書

▼
幼
児
教
育
課

（
名
和
公
民
館
内
）

(

０
８
５
９)

54
‐
５
２
１
９

保
育
所
・
幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

高
木
佐
奈
江　

課
長

高
口
典
子　
　

課
長
補
佐
・
兼
指
導
主
事

入
江
雅
史　
　

課
長
補
佐

田
中
真
弓　
　

主
幹

妹
尾
昌
彦　
　

主
事

尾
崎
路
子　
　

主
幹
管
理
栄
養
士

勝
部
美
枝　
　

司
書

柴
田
智
恵
子　

指
導
員

高
見
久
美
恵　

指
導
員

 （
下
中
山
保
育
所
）

(

０
８
５
８)

58
‐
２
０
０
７

菊
井
和
恵　
　

 

所
長

権
田
郁
子　
　

 

主
幹
保
育
士

長
谷
岡
真
由
美 

主
幹
保
育
士

建
部
晃
江　
　

 

保
育
士

石
田
朋
子　
　

 

保
育
士

中
田
陽
子　
　

 

調
理
師

（
上
中
山
保
育
所
）

(

０
８
５
８)

58
‐
２
３
３
５

角
田
律
子　
　

所
長

小
原
敦
子　
　

主
幹
保
育
士

斉
尾
亜
沙
美　

保
育
士

山
根
真
紀　
　

調
理
師

(

逢
坂
保
育
所)

(

０
８
５
８)

58
‐
２
３
０
４

森
下
美
佐
子　

所
長

湯
浅
節
子　
　

主
幹
保
育
士

中
川
直
美　
　

主
幹
保
育
士

山
根
加
奈
子　

主
幹
保
育
士

池
口
明
子　
　

現
業
主
幹

赤
川
大
子　
　

保
育
士

木
下
智
香
子　

保
育
士

(

御
来
屋
保
育
所)

(

０
８
５
９)

54
‐
２
０
４
９

溝
上
智
子　
　

所
長

大
谷
ひ
ろ
み　

主
幹
保
育
士

大
塚
知
子　
　

主
任
保
育
士

伊
藤　

愛　
　

保
育
士

手
島
昌
美　
　

現
業
主
幹

谷
野
瑞
江　
　

保
育
士

金
田
る
み
子　

保
育
士

(

光
徳
保
育
所)

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
０
３
２

山
本
昌
子　
　

所
長

西
尾
紀
美
恵　

主
幹
保
育
士

渡
辺
絵
美　
　

保
育
士

武
内
陽
子　
　

保
育
士

松
井
仁
美　
　

調
理
師

(

名
和
保
育
所)

(

０
８
５
９)

54
‐
２
４
４
４

近
岡
厚
子　
　

所
長

小
藪
清
美　
　

主
幹
保
育
士

山
根
恵
子　
　

保
育
士

古
都
智
恵　
　

保
育
士

坂
田
ゆ
か
り　

調
理
師

(

庄
内
保
育
所)

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
２
７
７

河
本
多
栄
子　

所
長

佐
々
木
文
子　

主
幹
保
育
士

野
口
ひ
と
み　

主
幹
保
育
士

岩
田
純
子　
　

保
育
士

勝
部
真
弓　
　

保
育
士

小
澤
ま
な
み　

保
育
士

三
先
康
子　
　

調
理
師

(

所
子
保
育
所)

(

０
８
５
９)

53
‐
３
０
０
４

小
谷
篤
子　
　

所
長

森
田
由
美
子　

主
幹
保
育
士

舩
木
智
子　
　

主
任
保
育
士

橋
本
奈
美　
　

保
育
士

周
山
る
み
恵　

現
業
主
幹

汐
田
博
美　
　

保
育
士

荒
松
友
見　
　

保
育
士

池
信
有
紀　
　

保
育
士

(

高
麗
保
育
所)

(

０
８
５
９)

53
‐
４
１
９
８

塒   

明
美　
　

所
長

箆
津
和
美　
　

主
幹
保
育
士

増
浦
祥
子　
　

主
任
保
育
士

林
原
優
子      

保
育
士

山
本
路
子　
　

保
育
士

野
坂
由
美
子　

保
育
士

遠
藤
敏
子　
　

調
理
師

(

大
山
保
育
所)

(

０
８
５
９)

53
‐
８
１
３
４

汐
田
康
子　
　

所
長

出
雲
ひ
ろ
み　

主
幹
保
育
士

山
崎
幹
子　
　

主
任
保
育
士

長
原
昌
子　
　

保
育
士

近
藤
早
紀
子　

保
育
士

渡
辺
巳
里　
　

調
理
師

▼
教
育
研
究
所

教
育
セ
ン
タ
ー
内
（
旧
庄
内
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
２
１

授
業
研
究
、
郷
土
教
材
・
読
本
作
成
、

郷
土
文
化
・
伝
統
行
事
等
の
記
録
保
存
、

町
史
編
纂
、
人
材
バ
ン
ク

戸
野
祐
太
郎　

所
長

竹
村
秀
明　
　

主
幹

杉
谷
安
也
女　

事
務
補
助

池
本
公
美
恵　

事
務
補
助

新
規
採
用
職
員

４
月
１
日
付
け

福
祉
保
健
課 

  

保
健
師  

遠
藤
さ
や
か　

 

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

 

主
事    

当
別
当
隆
寛　

 

社
会
教
育
課

    

主
事    

谷
上　

亮

 

大
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

 

主
事   

西
川　

 

援た
す
く

　

大好きな大山町で働け

ることをうれしく思いま

す。皆さんと出会い、お

話できることを楽しみに

しています。

早く仕事を覚えて皆さん

に気持ちよくサービスを

受けていただけるよう、

精一杯頑張ります。

まだまだわからないこと

ばかりですが、皆さんの

お役に立てるよう日々精

進していきます。

皆さんの力となり、疑問

に思われることに対し、

親切・丁寧に対応できる

よう努力していきます。



日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

大山町行事カレンダー5 2008．May

広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

主な連絡先

人権相談
１３：３０～１６：００
役場中山支所

人権相談
９：００～１２：００
人権交流センター
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

犬・ねこのひきとり
１０：００～
　役場中山支所総合窓口課
１０：３０～
　役場本庁住民生活課
１１：００～
　役場大山支所総合窓口課

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

健康相談
（受付）１３：３０～１４：００

保健福祉センターなわ

ちいさなおはなし会　
１１：００～１１：３０
町立図書館大山分館（大山公民館）

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

育児学級
９：４５～１１：３０
保健福祉センターだいせん

昭和の日

振替休日みどりの日 こどもの日

保育所開放日　
１０：００～１１：００

保育所開放日　
１０：００～１１：００

藤まつり
１０：００～１５：００

琴演奏、お茶席

住雲寺

藤まつり
１０：００～１５：００

大正琴演奏、お茶席

住雲寺

藤まつり
１０：００～１５：００
琴演奏、お茶席
１９：３０～ ｺﾞｽﾍﾟﾙｵｰﾌﾞの
夜間コンサート

住雲寺

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

御
み

幸
ゆき

（御輿行幸）
１０：００～　大山寺参道

大山の恵みからす天狗市
９：００～１５：００
大山博労座駐車場

名和マラソンフェスタ
2008
１０：0０～
名和陸上競技場ほか

みくりやポートフェ
スティバル＆さざえ祭
９：３０～１５：００
御来屋漁港周辺

おはなし図書館
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　　　　   公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

2008 FINAL EVENT
大山の春を楽しむまつ
り in 香取
１０：００～１6：００
香取ミルクプラント
（雨天の場合：大山農村環境改
善センター）

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

重要文化財 門脇家住宅
一般公開
４月３０日～５月６日

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

憲法記念日

第 22回名和公顕彰
弓道大会
１０：００～

名和神社弓道場

すくすく広場
９：４５～１１：３０
ふれあい会館

第 7回町民ゴルフ大会
９：００～
神田ゴルフクラブ

紙芝居と工作
１０：３０～１１：００
町立図書館本館

農業委員相談日
１３：３０～１６：００

役場中山支所

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
名和公民館

農業委員相談日
１３：３０～１６：００
役場大山支所

法律相談
９：３０～１１：３０
保健福祉センターなわ

行政相談
９：３０～１２：００
福祉センターなかやま

行政相談
９：３０～１２：００

保健福祉センターなわ

行政相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾝﾊﾞﾗ体験講習会
１４：００～１６：００
大山中学校体育館

心配ごと相談所
９：３０～１２：００
各福祉センター

国指定重要文化財 阿弥
陀堂一般公開
５月２４日～５月２５日
１０：００～１６：００

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

育児学級
９：４５～１１：３０
福祉センターなかやま

すくすく広場
９：４５～１１：３０
ふれあい会館

すくすく広場
９：４５～１１：３０
ふれあい会館

第１回大山学講座
「大山の自然」
～自然観察会～
９：３０～１２：００
豪円山キャンプ場駐車場集合

大山新茶まつり
１０：００～１５：００
陣構　茶工場&茶畑



子どもの健診・予防接種のお知らせ

種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布

5月 29 日（木）

5月 30 日（金）

中山農村環境改善

センター
13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就

学前の幼児（6

カ月に 1 回受け

る）

歯のアンケート、

フッ素手帳、歯

ブラシ、コップを

お持ちください
6月  2 日（月）

6月  3 日（火）

保健福祉センター

だいせん

乳幼児健診 5月  8 日（木）
保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 14:30

3 カ月～ 2 歳 6

か月

母子健康手帳を

お持ちください
1歳6か月・

3歳児健診
5月 14 日（水）

保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

1 歳 6 カ月児・3

歳児
個人通知します

予
防
接
種

ＢＣＧ 5月 27 日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月

未満の未接種者
個人通知します

ポリオ
5月 20 日（火）

保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 7 歳 6

カ月未満の未接

種者

個人通知します
6月  6 日（金）

保健福祉センター

だいせん

※１歳６か月・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本となります。

　他の地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

5月 1日～ 6月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ
種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

５月  2 日（金）

5月 16 日（金）

6月  6 日（金）

保健福祉センター

だいせん
13:30 ～ 15:00 ストレッチ体操、ベル・ベルター・

ボールを使って音楽にあわせて体を

動かします。

運動のできる服装でお出かけくださ

い。

５月 12 日（月）

５月 19日（月）

6月  2 日 （月）

保健福祉センター

なわ
13:30 ～ 15:00

 ５月  9 日（金）

５月 23日（金）

中山農村環境改善

センター
9:30 ～ 11:00

大山町地域包括

支援センター

医師　健康相談

５月 23日（金）
保健福祉センター

なわ

( 受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談

医師・保健師・栄養士による各種疾

病の相談、心の相談。どなたでも利

用できますのでお出かけください。

☆子どもの健診・予防接種、各種検診、健康相談、健康

づくりなどに関することは

保健福祉センターなわ福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防に関することは

保健福祉センターなわ大山町地域包括支援センター　　　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（問い合わせ・相談先）

各種健（検） 診のお知らせ
種 別 月　日 場　所 時  間 対　象

肺がん検診

大腸がん

検診

5 月 16 日（金）

40歳以上

＊時間ぎりぎりに来られ

ますと、次の場所へ響き

ますので、余裕を持って

お出かけください。

5月 19 日（月）

5月 29 日（木）

5月 30 日（金）

健康診査

胃がん検診

大腸がん検診

５月 21日（水） 保健福祉ｾﾝﾀｰだいせん

8:00 ～ 9:00

40 ～ 74 歳：特定健診

20 ～ 39 歳：39 歳以下の

健診

75 歳～：75 歳以上の健

診

５月 22日（木） 大山農村環境改善ｾﾝﾀｰ

５月 23 日（金） こうれいｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

５月 26 日（月） 中高ふれあい文化ｾﾝﾀｰ

５月 27 日（火） 保健福祉ｾﾝﾀｰなわ

５月 28 日（水） 保健福祉ｾﾝﾀｰなわ

６月   2 日（月） 人権交流ｾﾝﾀｰ

６月   3 日（火） 保健福祉ｾﾝﾀｰなわ

６月   4 日（水） 保健福祉ｾﾝﾀｰだいせん

子宮がん検診

乳がん検診

６月  9 日（月） 中山農村環境改善ｾﾝﾀｰ

13:30 ～ 14:00

子宮がん：20歳以上

乳 が ん： マ ン モ グ ラ

フィー 40歳以上の隔年

＊今年度から甲状腺がん

検診はありませんのでご

了承ください。

６月 10日（火） 大山農村環境改善ｾﾝﾀｰ

平田神社
上万農機具庫前
荘田公民館
長田公民館
妻木公民館
安原自治集会所
稲光公民館
大山公民館

 9:10 ～ 9:25
 9:40 ～ 10:10
10:25 ～ 10:35
10:50 ～ 11:05
11:20 ～ 11:45
13:20 ～ 13:40
13:55 ～ 14:10
14:25 ～ 14:40

清原公民館
神原公民館
武道館
中高ふれあい文化ｾﾝﾀｰ
唐王集会所
国信公民館
美甘勝志様宅前
福尾作業所
末吉作業所

  9:10 ～ 9:20
  9:45 ～ 9:55
10:10 ～ 10:40
10:55 ～ 11:25
13:20 ～ 13:35
13:50 ～ 14:20
14:35 ～ 14:50
15:05 ～ 15:20
15:35 ～ 15:50

大山情報館前
香取農協
別所公民館
原集会所
蔵岡集会所
平作業所
宮内交流体験施設
佐摩公民館
今在家公民館
明間集会所

 9:10 ～ 9:20
 9:50 ～ 10:00
10:15 ～ 10:30
10:45 ～ 10:55
11:05 ～ 11:15
13:20 ～ 13:30
13:45 ～ 13:55
14:10 ～ 14:20
14:35 ～ 14:45
15:00 ～ 15:10

種原集会所
鈑戸公民館
前公民館
畑集会所
坊領作業場
下槙原集会所
一の谷集会所
中槙原集会所
赤松公民館

 9:10 ～ 9:20
 9:35 ～ 9:45
10:00 ～ 10:10
10:25 ～ 10:35
10:50 ～ 11:20
13:30 ～ 13:40
13:55 ～ 14:05
14:20 ～ 14:30
14:45 ～ 15:05

＊ 各種健（検）診に

は必ず該当票をお持

ちください。忘れる

と受診できませんの

でご注意ください。

＊ 健康診査には保

険証、受診券が必要

です。

＊ 肺がん、大腸が

ん検診は、一部受

診票を送付していま

すのでお持ちくださ

い。（なくても受け

られます）

＊ 料金、持ち物に

ついてはお知らせを

ご覧ください。

＊ 健康診査、胃が

ん検診を希望される

方は、前日午後１０

時以降は飲食をしな

いでください。

＊ 大腸がん検診は

集団検診の各会場で

受け付けます。

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級

5月 16 日（金） 保健福祉センターだいせん
 9:45 ～ 11:30

保育所に行ってい

ない親子

絵本の読み聞かせ

こいのぼり遊び
5月 23 日（金） 福祉センターなかやま★
6月   5 日  （木） 保健福祉センターなわ

すくすく

広場

5月  2 日（金）
5月  9 日（金）
5月 30 日（金）
6月  6 日（金）

ふれあい会館  9:45 ～ 11:30
保育所に行ってい

ない親子と妊産婦
季節の遊び

栄養相談 5月 27 日（火）
保健福祉センターなわ
＊ＢＣＧ予防接種の場で行います

13:45～ 15:00
３カ月～１歳児の

保護者

離乳食のミニ講話、試食、

栄養士、保健師の相談

その他の教室・相談のお知らせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５　

地域子育て支援センター 開館時間　月曜日～金曜日（祝日は除く）8:45 ～ 17:15、第２土曜日 8:30 ～ 13:30 ○子育て中のふれあいの場として、いつで

も保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事はどなたでも参加できます　○いつでも子育て相談できます（個

別相談もできます）　○たんぽぽ通信（月１回）発行　　★４月から中山地区での育児教室の実施場所が変わりました。






